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は
じ
め
に

　

二
〇
一
一
年
一
一
月
三
〇
日
、
最
高
裁
は
「
靖
国

合
祀
イ
ヤ
で
す
訴
訟
」
の
上
告
を
棄
却
し
、
大
阪
高

裁
で
の
不
当
判
決
を
確
定
さ
せ
ま
し
た
。
私
は
最
高

裁
の
上
告
棄
却
に
強
い
怒
り
を
覚
え
、
霊
爾
簿
か
ら

父
の
名
前
を
抹
消
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
く
当
た
り

前
の
要
求
が
な
ぜ
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
と
思
い

ま
し
た
。

　

高
裁
結
審
の
直
前
の
二
〇
一
〇
年
六
月
に
、
本
棚

の
底
に
埋
も
れ
て
い
た
中
学
校
三
年
生
時
（
一
九
五

八
年
）
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
文
集
「
靖
国
の
父
を

訪
ね
て
（
第
一
二
集
）」（
一
九
五
九
年
三
月
二
〇
日
、

財
団
法
人
大
阪
府
遺
族
会
発
行
）
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
私
の
文
章
「
も
う
一
度
行
こ
う
靖
国
へ
」

が
あ
り
、「
私
は
な
ん
と
な
く
父
は
立
派
な
死
に
方

を
し
た
の
だ
な
あ
と
思
っ
た
」と
あ
り
ま
し
た
。「
こ

れ
が
当
時
の
私
の
認
識
だ
っ
た
の
か
？
」
と
愕
然
と

し
、
当
時
の
私
は
戦
後
版
の
「
少
国
民
」
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
か
え
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
私
は
一
九
五
〇
年
代
の
靖
国
神
社
遺
児
参

拝
の
実
像
を
調
べ
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。

大
阪
府
の
遺
児
参
拝

　

私
が
大
阪
府
の
遺
児
参
拝
を
調
べ
る
た
め
に
訪
れ

た
の
は
、大
阪
府
公
文
書
館
、大
阪
府
立
図
書
館
（
中

央
、
中
之
島
）・
大
阪
市
立
図
書
館
・
岸
和
田
市
立

図
書
館
等
の
図
書
館
及
び
遊
就
館
靖
国
偕
行
文
庫
で

し
た
。
大
阪
府
公
文
書
館
で
見
つ
か
っ
た
公
文
書
は

学
事
課
関
係
の
「
遺
児
靖
国
参
拝
に
つ
い
て
」
で
、

一
九
五
二
年
に
「
講
和
発
効
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
」
遺
児
参
拝
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
文
書
は
一
九

五
二
年
、
一
九
五
五
年
、
一
九
五
六
年
の
み
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
テ
レ
ビ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

番
組
で
見
る
ア
メ
リ
カ
の
公
文
書
館
の
徹
底
的
な
文

書
保
存
と
較
べ
て
、
日
本
の
公
文
書
館
の
文
書
保
存

は
な
ん
と
貧
弱
で
あ
る
か
と
驚
き
ま
し
た
。

　

こ
の
文
書
と
各
図
書
館
に
分
散
し
て
い
る
靖
国
文

集
、
遺
児
参
拝
を
報
道
し
た
当
時
の
新
聞
記
事
、
大

阪
府
公
文
書
館
所
蔵
の
知
事
室
広
報
課
撮
影
の
写
真

等
を
総
合
す
る
と
、
遺
児
参
拝
は
こ
の
後
一
九
五
九

年
の
第
一
四
回
ま
で
続
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

九
五
七
年
ま
で
は
春
秋
年
二
回
の
参
拝
が
行
わ
れ
、

私
の
参
加
し
た
第
一
三
回
の
遺
児
参
拝
が
一
九
五
八

年
夏
の
一
回
で
す
か
ら
、
一
九
五
八
年
か
ら
年
一
回

に
変
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
表
一
）。

　

一
九
五
七
年
ま
で
の
春
秋
二
回
の
参
拝
の
参
加
人

数
の
合
計
は
、
初
年
度
の
約
五
四
〇
名
か
ら
始
ま
り
、

一
九
五
七
年
に
は
一
〇
〇
〇
名
強
に
増
大
し
、
年
一

回
の
参
拝
に
な
っ
た
一
九
五
八
年
に
は
一
度
に
一
〇

〇
〇
名
近
く
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

所
要
経
費
の
負
担
は
、
初
年
度
の
場
合
、「
一
人

宛
参
拝
諸
経
費
の
補
助
と
し
て
二
千
円
（
そ
の
範
囲

に
お
い
て
実
施
す
る
）」、「
全
額
府
に
お
い
て
負
担
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
公
務
員
の
当
時
の
月
額
初

任
給
は
六
五
〇
〇
円
で
す
か
ら
、
大
変
大
き
な
予
算

規
模
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
と
別
に

一
九
五
三
年
七
月
か
ら
戦
没
者
遺
族
の
靖
国
参
拝
の
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た
め
に「
国
鉄（
現
Ｊ
Ｒ
）乗
車
券
の
五
割
引
の
制
度
」

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。（
田
中
伸
尚
『
靖
国
の
戦
後
史
』

岩
波
新
書
、
四
四
頁
）

　

実
施
要
領
は
「（
遺
族
）
連
盟
の
委
託
事
業
と
し

て
運
営
に
関
し
て
は
連
盟
に
委
嘱
す
る
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
参
拝
す
る
遺
児
は
「
靖
国
神
社
合

祀
済
者
の
遺
児
に
限
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
私
の
場

合
、
父
の
靖
国
神
社
合
祀
が
一
九
五
七
年
で
、
遺
児

参
拝
は
一
九
五
八
年
で
し
た
。
遺
児
参

拝
は
遺
族
連
盟
（
後
の
遺
族
会
）
へ
の

委
託
事
業
で
す
が
、
実
質
は
大
阪
府
民

生
部
世
話
課
が
切
り
盛
り
を
し
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

当
時
の
新
聞
報
道

　

当
時
、
遺
児
参
拝
が
ど
の
よ
う
に
報

道
さ
れ
た
か
を
調
べ
ま
し
た
。
当
時
の

新
聞
（
大
阪
版
）
が
保
存
さ
れ
て
い
る

の
は
、大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に『
朝

日
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』（
ど
ち
ら
も
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）、『
大
阪
日
日
新
聞
』

（
本
紙
）、大
阪
府
立
中
央
図
書
館
に
『
産

経
新
聞
』（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）、
大

阪
市
立
図
書
館
に
（『
朝
日
新
聞
』『
毎

日
新
聞
』『
産
経
新
聞
』
の
他
に
）『
読
売

新
聞
』（
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
）
が
あ
り

ま
し
た
。
検
索
結
果
、
次
の
様
な
記
事

が
あ
り
ま
し
た
。

　
〈
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
（
大
阪
）
新
聞
記
事
〉

『
朝
日
新
聞
』

　
「
き
ょ
う
上
京　

遺
児
代
表
」
一
九
五
二
年
五
月

一
〇
日

　
「
遺
児
代
表
東
上
」
一
九
五
二
年
五
月
一
一
日

　
「〝
元
気
で
行
っ
て
き
ま
す
〟　

喜
び
に
み
ち
靖
国

の
遺
児
上
京
」
一
九
五
二
年
一
〇
月
二
六
日

『
毎
日
新
聞
』

　
「
知
事
さ
ん
ら
に
送
ら
れ
て　

靖
国
参
拝
の
遺
児

た
ち
出
発
」
一
九
五
二
年
五
月
一
一
日

　
「
け
さ
会
え
る　

靖
国
の
父　

遺
児
二
八
九
名
上

京
」
一
九
五
二
年
一
〇
月
二
六
日

　
「
胸
に
亡
き
父
の
写
真　

靖
国
遺
児
二
八
九
名
参

拝
」
一
九
五
二
年
一
〇
月
二
七
日

　
「
遺
児
五
百
名
上
京　

靖
国
神
社
参
拝
へ
」
一
九

五
四
年
一
一
月
七
日

『
産
経
新
聞
』

　
「
靖
国
の
対
面
へ
遺
児
二
五
〇
名　

知
事
見
送
り

　

府
の
独
立
記
念
行
事
」
一
九
五
二
年
五
月
一
一
日

　
「〝
靖
国
の
遺
児
〟
出
発
」
一
九
五
二
年
一
〇
月
二

六
日

　
「
遺
児
五
百
人
が
靖
国
神
社
参
拝
」
一
九
五
七
年

一
一
月
二
日

『
読
売
新
聞
』

　
「
き
ょ
う
出
発　

靖
国
神
社
参
拝
府
下
遺
児
代
表
」

一
九
五
三
年
五
月
四
日

　
「〝
靖
国
の
父
〟
と
対
面
に　

五
〇
〇
名
の
遺
児
出

発
」
一
九
五
五
年
六
月
八
日

　
「
靖
国
の
遺
児
ら
上
京
」
一
九
五
六
年
一
一
月
七

日
『
大
阪
日
日
新
聞
』

　
「
激
励
受
け
て
出
発　

靖
国
の
遺
児
ら
け
さ
上
京
」

一
九
五
三
年
五
月
五
日

　

新
聞
検
索
し
て
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
一
九
五

二
年
の
五
月
と
一
〇
月
の
報
道
は
、
遺
児
参
拝
の
初

年
度
で
あ
り
、
各
紙
と
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
降
の
報
道
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本

表１　靖国神社遺児参拝表（大阪）

実施年月日 参加者数 掲載文集
第１回 1952年　５/10〜５/13 250人
第２回 　〃　　10/25〜10/28 289人 「第１集」（53/1/30）
第３回 1953年　５/４〜５/７ 369人 「第２集」（53/9/25）
第４回 　〃　　10/３〜10/６ 372人 「第３集」（54/3/25）
第５回 1954年　不　明 498人
第６回 　〃　　11/６〜11/９ 493人 「第５集」（55/3/20）
第７回 1955年　６/７〜６/10 499人 「第６集」（55/11/30）
第８回 　〃　　11/11〜11/14 526人
第９回 1956年　６/16〜６/19 500人
第10回 　〃　　11/６〜11/９ 500人 「第9集」（57/3/25）
第11回 1957年　６/10〜６/13 479人 「第10集」（57/10/30）
第12回 　〃　　11/５〜11/８ 500人
第13回 1958年　７/29〜８/１ 975人 「第12集」（59/3/20）
第14回 1959年　７/２〜７/５ 不　明
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遺
族
会
が
靖
国
神
社
の
国
家
護
持
法
案
に
精
力
的
に

取
り
組
む
の
は
、
一
九
六
九
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
す
が
、
日
本
国
憲
法
施
行
か
ら
そ
う
遠
く
な
い

時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、
遺
児
参
拝
を
「
政
教
分
離
原

則
違
反
」
で
あ
る
と
し
た
報
道
が
全
く
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
以
下
、
一
九
五
二
年
の
第
一
回
参
拝
の
新
聞

報
道
を
見
て
み
ま
す
。

［
朝
日
大
阪
版
、
一
九
五
二
年
五
月
一
〇
日
］

き
ょ
う
夕
方
上
京　

遺
児
代
表

　

靖
国
神
社
に
参
拝
す
る
府
下
の
遺
児
代
表
二
百

五
十
名
は
十
日
午
後
五
時
十
分
大
阪
駅
発
の
列
車

で
上
京
す
る
。
三
泊
四
日
の
予
定
で
十
一
日
は
靖

国
神
社
参
拝
、
都
内
を
遊
覧
バ
ス
で
見
学
、
十
二

日
は
国
会
議
事
堂
見
学
、
皇
居
を
拝
観
し
て
十
三

日
午
前
十
時
五
十
五
分
大
阪
駅
解
散
。
経
費
い
つ

さ
い
は
府
が
負
担
す
る
ほ
か
看
護
婦
、
連
盟
役
員
、

府
吏
員
十
三
名
が
付
添
い
、
ま
た
期
間
中
学
校
は

欠
席
と
し
な
い
よ
う
府
教
委
か
ら
各
学
校
長
に
指

示
さ
れ
て
い
る
。

［
産
経
大
阪
版
、
一
九
五
二
年
五
月
一
一
日
］

靖
国
の
対
面
へ
遺
児
二
五
〇
名　

知
事
も
見
送
り
、

府
の
独
立
記
念
行
事

　

小
雨
そ
ぼ
ふ
る
十
日
午
後
二
十
二
分
大
阪
駅
発

東
京
行
列
車
で
東
淀
川
区
豊
里
菅
原
町
二
二
宮
下

義
治
君
（
一
六
）
は
じ
め
府
下
二
百
五
十
名
の
戦

争
遺
児
た
ち
が
赤
間
知
事
、
西
田
府
会
議
長
ら
の

見
送
り
の
う
ち
に
九
段
の
森
に
眠
る
亡
き
父
に
晴

れ
て
対
面
出
来
る
喜
び
を
胸
に
ふ
く
ら
ま
せ
な
が

ら
上
京
し
た
。

　

こ
れ
は
府
の
講
和
発
効
記
念
行
事
の
一
つ
で
一

行
は
十
一
日
午
前
靖
国
神
社
で
昇
殿
参
拝
し
た
の

ち
、
同
日
午
後
は
都
内
見
物
、
十
二
日
は
国
会
見

学
、
厚
生
大
臣
に
面
会
し
た
の
ち
宮
城
を
拝
観
、

同
夜
離
京
十
三
日
午
前
十
時
五
十
五
分
大
阪
着
列

車
で
帰
阪
す
る
。

遺
児
参
拝
の
写
真

　

知
事
室
広
報
課
撮
影
の
遺
児
参
拝
の
写
真
が
大
阪

府
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
以
下
は
そ

の
リ
ス
ト
で
す
（
こ
れ
以
外
に
撮
影
年
不
明
の
写
真
が

二
種
類
あ
り
ま
す
）。

靖
国
の
遺
児
上
京
壮
行
会　

一
九
五
六
年
六
月
一
六

日大
阪
遺
児
靖
国
参
拝　
　
　

一
九
五
七
年
一
一
月
五

日靖
国
の
遺
児
上
京
壮
行
会　

一
九
五
八
年

靖
国
の
遺
児
上
京
出
発　
　

一
九
五
八
年

靖
国
の
遺
児
上
京
壮
行
会　

一
九
五
九
年
七
月
二
日

　

そ
の
う
ち
私
が
参
加
し
た
一
九
五
八
年
の
写
真
に

は
、
天
王
寺
公
園
で
の
壮
行
会
、
大
阪
駅
で
の
見
送

り
等
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
文
集
に
は
私
の
ア
ル

バ
ム
に
も
残
っ
て
い
る
靖
国
神
社
前
の
集
合
写
真
が

載
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
天
王
寺
公
園
の
大
阪
市

立
美
術
館
南
で
の
出
発
前
の
集
会
は
立
錐
の
余
地
が

な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
写
真
リ
ス
ト
中

の
一
九
五
九
年
の
も
の
が
、
最
終
の
参
拝
か
ど
う
か

の
確
認
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
公
文
書
・
新
聞

記
事
・
文
集
も
ふ
く
め
て
検
証
で
き
た
一
番
最
後
の

参
拝
で
す
。

靖
国
文
集
『
靖
国
の
父
を
訪
ね
て
』

　

一
九
五
〇
年
代
の
遺
児
参
拝
の
記
録
は
い
ず
れ
の

県
も
靖
国
文
集
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

確
認
出
来
た
も
の
は
、
北
海
道
、
岩
手
県
、
福
島
県
、

茨
城
県
、
大
阪
府
、
広
島
県
、
島
根
県
、
長
崎
県
で

す
。
ど
の
文
集
も
『
靖
国
の
父
を
訪
ね
て
』
と
い
う

同
一
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
り
、
全
国
的
に
同
一
歩
調
で

遺
児
参
拝
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
遺
児

参
拝
は
一
九
五
二
年
に
始
ま
り
、
一
九
五
九
年
に
一

巡
し
て
終
わ
っ
て
い
ま
す
（
表
二
参
照
）。

　

大
阪
府
の
靖
国
文
集
は
、
第
一
回
目
の
一
九
五
二

年
春
の
参
拝
に
つ
い
て
は
作
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

同
年
秋
の
参
拝
か
ら
文
集
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
第
一
集
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
号
は
集
番
号

は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
公
文
書
館
、
図
書
館
、

資
料
館
等
で
確
認
で
き
る
文
集
は
、
第
一
集
（
一
九

五
二
年
秋
実
施
）、
第
二
集
（
一
九
五
三
年
春
実
施
）、

第
三
集
（
一
九
五
三
年
秋
実
施
）、
第
五
集
（
一
九
五

四
年
秋
実
施
）、
第
六
集
（
一
九
五
五
年
春
実
施
）、
第

九
集
（
一
九
五
六
年
秋
実
施
）、
第
一
〇
集
（
一
九
五

七
年
春
実
施
）、第
一
二
集
（
一
九
五
八
年
実
施
）
で
す
。

最
後
の
年
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
一
九
五
九
年
は

文
集
が
作
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
不
明
で
す
。

　

私
が
参
加
し
た
一
九
五
八
年
の
第
一
三
回
参
拝
を
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表２　靖国文集表
都道府県 書　名 出版年月 編　者 所蔵館
北海道 靖国の父を訪ねて 1955年 北海道遺族連合会 旭川市図書館

岩手県 靖国の父を訪ねて 1958年3月 岩手県厚生部世話課
岩手県遺族連合会

岩手県立図書館
盛岡市立図書館
花巻市立図書館
三重県平和祈念館

福島県 靖国の父を訪ねて 1960年4月 福島県／編 福島県立図書館
靖国の父を訪ねて 1957年4月 福島県／編 郡山市図書館

茨城県 靖国の父を訪ねて 1953年3月 茨城県民生労働部世話課
茨城県立図書館
笠間市立図書館
同志社大学図書館
岡山県立図書館

靖国の父を訪ねて　第２集 1954年3月 茨城県民生労働部世話課

茨城県立図書館
土浦市立図書館
石岡市立図書館
同志社大学図書館
岡山県立図書館

靖国の父を訪ねて　昭和31年度 1957年3月 茨城県民生労働部世話課
茨城県立図書館
鹿島市立図書館
日立市立図書館
常陸大宮市立図書館

靖国の父を訪ねて　昭和32年度 1958年3月 茨城県民生労働部世話課
茨城県立図書館
土浦市立図書館
日立市立図書館
昭和館

靖国の父を訪ねて　昭和33年度 1959年3月 茨城県民生労働部世話課

茨城県立図書館
土浦市立図書館
鹿島市立図書館
日立市立図書館
常陸大宮市立図書館
昭和館
三重県平和祈念館

靖国の父を訪ねて　昭和34年度 1960年3月 茨城県民生労働部世話課 茨城県立図書館
常陸大宮市立図書館

靖国の父を訪ねて 不明 茨城県民生労働部世話課 土浦市立図書館

大阪府 靖国の父を訪ねて 1953年1月 大阪府遺族連盟 大阪府立図書館
大阪公文書館

靖国の父を訪ねて　第２集 1953年9月 大阪府遺族連盟 岸和田市立図書館
大阪府公文書館

靖国の父を訪ねて　第３集 1954年3月 大阪府遺族連盟 岸和田市立図書館
靖国の父を訪ねて　第５集 1955年3月 大阪府遺族連盟 大阪府立図書館
靖国の父を訪ねて　第６集 1955年11月 大阪府遺族連盟 岸和田市立図書館
靖国の父を訪ねて　第９集 1957年3月 大阪府遺族連盟 遊就館靖国偕行文庫
靖国の父を訪ねて　第10集 1957年10月 大阪府遺族会 遊就館靖国偕行文庫
靖国の父を訪ねて　第12集 1959年3月 大阪府遺族会 大阪府公文書館

広島県 靖国の父を訪ねて 1954年 広島県遺族会 広島市立図書館
島根県 靖国の父を訪ねて 1955年 島根県／編 島根県立図書館
長崎県 靖国の父を訪ねて　昭和30年3月 1955年6月 長崎県／編 長崎県立図書館

靖国の父を訪ねて　昭和31年3月 1956年6月 長崎県／編 長崎県立図書館
靖国の父を訪ねて　昭和31年9月 1957年1月 長崎県／編 長崎県立図書館
靖国の父を訪ねて　昭和32年11月 1958年2月 長崎県／編 長崎県立図書館
靖国の父を訪ねて　昭和34年3月 1959年5月 長崎県民生労働部編 長崎県立図書館
靖国の父を訪ねて　昭和34年9月 1960年9月 長崎県民生労働部編 長崎県立図書館

（注）　松永成太郎氏作成の表を補正しました。茨城県、長崎県の場合は、一ノ瀬俊也著『故郷はなぜ兵士を殺したか』（角川選書）
を参考にしました。
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記
録
し
た
靖
国
文
集
（
第
一
二
集
）
は
、
参
加
者
九

七
五
人
の
う
ち
八
二
五
人
が
感
想
文
を
書
い
て
い
ま

す
。
行
き
も
帰
り
も
夜
行
列
車
の
三
泊
四
日
の
旅
で
、

靖
国
神
社
参
拝
は
二
日
目
の
朝
、
旅
館
で
少
し
休
憩

を
し
て
、
午
前
八
時
に
靖
国
神
社
の
境
内
に
入
り
、

遺
児
た
ち
は
靖
国
神
社
の
深
閑
と
し
た
雰
囲
気
に
飲

み
こ
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
本
殿
に
昇
殿
し
て
、
祝

詞
の
声
が
響
き
、
玉
串
を
捧
げ
る
神
事
等
が
続
き
ま

す
。
神
官
の
促
し
「
さ
あ
、
あ
な
た
方
の
お
父
様
と

無
言
の
対
面
で
す
。
心
お
き
な
く
存
分
に
お
話
し
く

だ
さ
い
。」
が
あ
り
、
柏
手
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。

遺
児
た
ち
の
感
想
文
を
読
む
と
、
本
殿
の
大
鏡
を
覗

い
て
、「
お
父
様
の
顔
が
映
っ
て
い
る
よ
う
で
」「
知

ら
ぬ
父
の
顔
が
現
れ
て
来
た
よ
う
な
気
が
し
た
。」

と
か
の
表
現
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、「
こ
の

靖
国
神
社
は
、
お
国
の
た
め
に
亡
く
な
ら
れ
た
あ
な

た
方
の
お
父
さ
ん
や
お
兄
さ
ん
の
英
霊
が
お
祀
り
し

て
あ
り
ま
す
。
此
の
国
が
あ
る
限
り
、
あ
な
た
方
の

お
父
さ
ん
の
名
は
後
々
ま
で
残
る
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。」
と
宮
司
の
話
が
続
き
ま
す
。
父
の
い
な
い
悲

し
さ
と
寂
し
さ
を
ず
っ
と
抱
え
こ
ん
で
き
た
子
た
ち

は
戦
死
し
た
父
の
「
死
の
意
味
づ
け
」
を
こ
の
よ
う

に
し
て
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

　

一
方
、
靖
国
文
集
は
戦
争
の
記
憶
が
鮮
明
だ
っ
た

時
代
を
反
映
し
、
母
が
再
婚
し
て
祖
父
母
に
育
て
ら

れ
て
い
る
子
ど
も
、
今
は
ち
が
う
父
と
暮
ら
し
て
い

る
子
ど
も
、
満
州
で
父
が
戦
死
し
た
子
ど
も
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ
島
で
父
が
戦
死
し
た
子
ど
も
た
ち

等
、
彼
ら
の
戦
後
の
生
活
が
写
し
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
感
想
文
に
は
「
せ
め
て
一
日
で
も
い
い
か
ら

帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
。」「
ひ
ょ
っ
こ
り
帰
っ
て
下
さ

れ
ば
ど
ん
な
に
嬉
し
い
事
だ
ろ
う
と
思
う
。」
と
い

う
心
情
か
ら
、「
靖
国
神
社
で
は
、
ほ
ん
と
う
に
父

を
祀
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
父
の
名
前
を
祀

っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。」
と
い
う
冷
静
な
目
、

そ
し
て
、
後
で
述
べ
る
遺
児
参
拝
を
痛
烈
に
批
判
し

た
大
阪
市
内
の
女
子
生
徒
の
文
章
ま
で
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
九
五
〇
年
代
は
非
戦
の
社
会
意
識
が
ま

だ
強
く
存
在
し
、
そ
の
時
代
相
を
反
映
し
た
自
由
度

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
大
阪
府
の
遺
児
参
拝

は
、
年
二
回
の
参
拝
、
年
一
回
の
参
拝
時
の
い
ず
れ

も
参
加
者
総
数
は
一
〇
〇
〇
名
に
の
ぼ
る
大
人
数
で

し
た
。
こ
れ
だ
け
多
数
の
集
団
行
動
で
す
の
で
、
大

網
が
打
て
て
も
細
か
な
意
識
注
入
は
で
き
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
と
は
対
照
的
な
遺
児
参
拝
は

茨
城
県
の
場
合
で
す
。
同
志
社
大
学
図
書
館
と
東
京

の
昭
和
館
で
靖
国
文
集
の
茨
城
県
分
を
調
べ
ま
し
た
。

　

茨
城
県
の
一
九
五
二
年
の
遺
児
参
拝
を
記
録
し
た

靖
国
文
集
で
は
、
東
京
に
近
い
と
い
う
条
件
を
使
い
、

一
泊
二
日
の
参
拝
を
実
に
年
に
七
回
も
行
い
、
一
年

間
に
七
六
〇
名
を
参
加
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
な
か
で

も
特
徴
的
な
こ
と
は
一
日
目
の
夜
、
宿
舎
で
二
時
間

を
か
け
て
全
員
の
座
談
会
を
行
い
、「
お
父
さ
ん
の

死
の
意
義
」
に
つ
い
て
、「
お
父
さ
ん
方
が
国
民
の

身
替
わ
り
に
な
ら
れ
た
事
実
」
を
理
解
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
一
九
五
七
年
は
年

一
〇
回
に
わ
た
り
一
九
八
二
名
、
一
九
五
八
年
は
九

回
に
わ
た
り
一
九
三
〇
名
も
の
多
く
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
が
、
宿
舎
で
の
座
談
会
は
続
い
て
お
り
、
相

当
精
力
的
に
意
識
注
入
が
行
わ
れ
た
と
感
じ
ら
れ
ま

す
。
今
後
、
大
阪
府
の
靖
国
文
集
と
茨
城
県
の
靖
国

文
集
と
を
詳
し
く
比
較
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
当
時
、
京
都
市
で
は
小
学
校
六
年
生
で

靖
国
神
社
遺
児
参
拝
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
体
験

者
と
そ
の
同
級
生
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。
関
係
す
る

資
料
の
調
査
と
聞
き
取
り
を
詳
し
く
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

国
家
の
嘘
を
見
破
っ
た
少
女

　

分
厚
い
遺
児
参
拝
文
集「
靖
国
の
父
を
訪
ね
て（
第

一
二
集
）」
を
読
み
進
め
る
う
ち
に
一
人
の
少
女
の

文
章
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
河
上
孝
子
さ
ん
の

文
章
で
し
た
。

　

最
初
、
靖
国
神
社
参
拝
前
日
の
区
役
所
で
の
区
長

の
激
励
の
辞
に
対
し
て
、
彼
女
は
根
源
的
な
批
判
を

書
い
て
い
ま
す
。

　

犠
牲
は
美
し
い
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ

に
意
志
が
仂
い
て
初
め
て
美
し
い
と
言
え
る
の

で
あ
っ
て
、
犠
牲
の
気
持
ち
無
く
し
て
死
ん
で

い
っ
た
者
に
、
結
果
か
ら
み
て
犠
牲
の
名
で
呼

ぶ
の
は
か
え
っ
て
侮
辱
に
な
り
は
し
な
い
か
。

父
は
召
集
令
状
、
赤
紙
一
枚
に
よ
っ
て
操
り
人

形
と
化
さ
れ
、
別
れ
た
く
も
な
い
親
、
妻
子
、

知
人
と
の
別
離
を
命
ぜ
ら
れ
、
且
つ
犠
牲
の
美

名
の
も
と
に
死
を
も
命
ぜ
ら
れ
た
の
だ
。
私
は

靖
国
参
拝
を
喜
ば
し
い
事
と
も
、
目
出
た
い
事

と
も
思
わ
ぬ
。
こ
う
し
た
日
を
与
え
ら
れ
た
私

を
不
幸
と
悲
し
む
。
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ま
た
、
参
拝
当
日
の
靖
国
神
社
本
殿
で
の
神
主
の

話
に
対
し
て
も
、
決
し
て
動
揺
す
る
こ
と
な
く
、
父

の
死
が
英
霊
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
拒
絶

し
て
い
ま
し
た
。

　
『
も
う
沢
山
』
と
叫
び
た
い
の
を
押
え
な
が

ら
、
す
す
り
泣
き
の
聞
え
る
中
を
、
私
は
終
わ

り
ま
で
神
主
さ
ん
の
顔
を
凝
視
し
て
や
め
な
か

っ
た
。『
寒
い
凍
れ
る
よ
う
な
雪
の
中
、
夏
は

太
陽
の
下
で
国
の
為
に
雄
々
し
く
戦
い
死
ん
で

い
か
れ
た
あ
な
た
方
の
お
父
さ
ま
』。何
と
白
々

し
い
意
志
を
持
た
ぬ
言
葉
だ
。
こ
の
飾
り
た
て

ら
れ
た
言
葉
が
、
幾
千
人
の
遺
族
に
向
っ
て
語

ら
れ
た
こ
と
か
。
お
そ
ら
く
神
主
さ
ん
の
頭
の

中
に
そ
の
文
章
は
暗
記
さ
れ
、
明
確
に
覚
え
こ

ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
明
日
も
明
後
日
も
、

遺
族
に
向
か
っ
て
語
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
私
は
そ

ん
な
安
っ
ぽ
い
話
な
ぞ
聞
き
た
く
は
な
い
。
私

に
と
っ
て
父
の
死
は
、
も
っ
と
も
っ
と
厳
粛
な
、

そ
し
て
寂
し
さ
と
恐
し
さ
を
持
っ
て
存
在
す
る

の
だ
。
私
の
体
の
二
分
の
一
は
父
に
よ
っ
て
形

造
ら
れ
た
の
だ
。
神
主
さ
ん
の
話
に
す
す
り
上

げ
た
人
達
は
、
話
の
何
処
に
心
ひ
か
れ
た
の
か
、

私
に
は
理
解
し
難
い
。
本
殿
を
下
り
な
が
ら
、

初
め
て
私
は
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
反
問
の
連
続
と
、
も
ろ
も
ろ
の
感

情
を
私
に
与
え
て
靖
国
神
社
参
拝
は
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
文
章
を
読
ん
だ
と
き
、
五
〇
年
以
上
も
前
に

中
学
校
三
年
生
で
こ
れ
だ
け
の
文
章
を
書
い
た
人
が

い
た
こ
と
に
何
よ
り
も
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
靖
国
文

集
に
八
二
五
人
が
感
想
文
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
彼

女
の
文
章
は
同
世
代
の
文
章
群
の
な
か
で
飛
び
抜
け

て
鋭
い
視
点
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
較
べ
れ

ば
、
私
の
文
章
な
ん
か
は
主
催
し
た
行
政
や
遺
族
会

の
期
待
に
応
え
る
も
の
で
し
た
。
私
の
感
想
文
の
タ

イ
ト
ル
は
そ
の
も
の
ず
ば
り
「
も
う
一
度
行
こ
う
靖

国
へ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
靖
国
神
社
本
殿

で
の
宮
司
の
言
葉
を
記
録
し
て
い
ま
す
。「
こ
の
靖

国
神
社
は
、
お
国
の
た
め
に
な
く
な
ら
れ
た
あ
な
た

方
の
お
父
さ
ん
や
、
お
兄
さ
ん
の
英
霊
が
お
祀
り
し

て
あ
り
ま
す
。
此
国
が
あ
る
限
り
、
あ
な
た
方
の
お

父
さ
ん
の
名
は
後
々
ま
で
残
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

今
日
も
大
き
く
な
ら
れ
た
人
々
が
『
お
父
さ
ん
、
こ

ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。』
と
報
告
に
来
ら
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
も
う
一
度
や
っ
て
来
て
下

さ
い
。」
と
宮
司
は
話
を
し
、
そ
れ
を
受
け
て
、「
私

は
な
ん
と
な
く
父
は
立
派
な
死
に
方
を
し
た
ん
だ
な

あ
と
思
っ
た
。」、「
そ
う
で
は
な
い
か
、
現
在
色
々

な
人
が
馬
鹿
な
死
に
方
を
し
て
い
る
。
そ
れ
と
違
っ

て
父
の
名
は
後
の
世
ま
で
、
こ
の
本
殿
と
と
も
に
残

る
で
は
な
い
か
。」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
当
時
の
同
世
代
の
私
た
ち
と
違
い
、
彼
女

は
こ
の
よ
う
な
文
章
が
書
け
た
の
だ
ろ
う
か
、
彼
女

は
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
当
時
の
彼
女
の

思
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
ど

の
よ
う
な
家
族
と
暮
ら
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ

の
後
、
彼
女
は
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
来
た
の

だ
ろ
う
か
と
、
疑
問
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
彼
女
に
会
っ
て
、
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
な
か
で
彼

女
へ
の
憧
憬
が
日
ご
と
に
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
気
持
ち
に
動
か
さ
れ
て
、
私
の
「
幻
の
少

女
」
探
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

幻
の
少
女
を
探
す

　

彼
女
の
手
が
か
り
は
出
身
中
学
校
が
「
大
阪
市
立

夕
陽
丘
中
学
校
」
で
、
今
の
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
が
（
現
在
で
は
個
人
情
報
保
護
を
理
由
に

住
所
等
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
の
が
普
通
で
す
）、
当

時
の
文
集
に
は
作
者
の
住
所
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
女
の
住
所
は
「
天
王
寺
区
堂
ヶ
芝
町
三
四
」
で
し

た
。
し
か
し
、
現
在
の
町
名
は
同
じ
堂
ヶ
芝
町
で
も

「
一
丁
目
」「
二
丁
目
」
に
な
っ
て
お
り
、
旧
番
地
の

ま
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
大
阪
府
立
中
之

島
図
書
館
に
当
時
の
「
住
宅
地
図
」
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
そ
の
「
昭
和
三
五
年
版
」「
昭
和
四
一
年
版
」

な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。
地
図
に
は「
堂
ヶ
芝
町
三
四
」

の
表
示
の
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
河
上
」

の
名
前
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
桃
谷
近
辺
を
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

彼
女
の
住
ん
で
い
た
場
所
は
「
住
宅
地
図
」
で
は
環

状
線
桃
谷
駅
の
す
ぐ
前
あ
た
り
の
よ
う
で
し
た
。
半

日
彼
女
の
消
息
を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
が
、
桃
谷
界
隈

は
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
立
ち
並
び
、
一
九
五
〇
年
代
頃

と
は
ま
っ
た
く
様
変
わ
り
し
て
お
り
、
彼
女
が
住
ん

で
い
た
場
所
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

困
り
果
て
て
、
彼
女
が
卒
業
し
た
大
阪
市
立
夕
陽

丘
中
学
校
を
藁
を
も
つ
か
む
思
い
で
訪
ね
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
教
頭
さ
ん
が
懇
切
に
対
応
し
て
く
だ
さ

り
、「
夕
陽
丘
中
学
校
同
窓
会
」
に
つ
な
い
で
い
た
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だ
け
ま
し
た
。
同
窓
会
会
長
さ
ん
の
紹
介
で
、
や
が

て
彼
女
と
同
期
の
同
窓
会
（
一
九
五
九
年
三
月
卒
業
、

第
一
〇
期
）
幹
事
さ
ん
と
会
員
さ
ん
た
ち
に
連
絡
が

つ
く
こ
と
に
な
り
、
大
変
親
身
に
な
っ
て
、
相
談
に

の
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
幹
事
さ
ん
に
同
窓
会
名
簿
に
当
た
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、「
平
成
一
六
年
の
同
窓
会
名
簿
」

で
彼
女
は
「
逝
去
」
と
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
亡
く
な

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
僕
が
靖
国
神

社
合
祀
取
消
訴
訟
に
参
加
す
る
前
に
す
で
に
彼
女
は

亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
大

変
落
胆
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
期
の
Ｍ
さ
ん
と
連

絡
が
つ
き
ま
し
た
。
Ｍ
さ
ん
の
話
で
は
、
夕
陽
丘
中

学
校
卒
業
後
の
十
数
年
後
に
第
一
回
の
同
期
会
を
行

っ
た
が
、
そ
の
時
に
す
で
に
「
逝
去
」
と
の
引
き
継

ぎ
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
彼
女
は
二
〇
歳

代
後
半
に
亡
く
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
亡
く
な
ら

れ
た
の
か
、
つ
き
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
Ｍ
さ
ん
か
ら
は
貴
重
な
「
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム

　

第
一
〇
期　

大
阪
市
立
夕
陽
丘
中
学
校
」
を
お
借

り
す
る
こ
と
が
で
き
、
彼
女
の
写
真
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
靖
国
文
集
（
第
一
二

集
）」
に
載
っ
て
い
る
彼
女
の
写
真
も
確
認
で
き
ま

し
た
。

　

Ｍ
さ
ん
と
お
話
し
し
た
な
か
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、

彼
女
の
住
ん
で
い
た
場
所
は
「
ひ
さ
や
」
と
い
う
旅

館
で
し
た
。
当
時
の
「
住
宅
地
図
」
の
「
堂
ヶ
芝
町

三
四
」
に
旅
館
が
確
認
で
き
ま
す
。
彼
女
に
つ
い
て

の
Ｍ
さ
ん
の
記
憶
は
「
と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い
た

が
、
ど
こ
か
暗
く
、
友
達
と
の
関
係
は
う
す
か
っ
た
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
同
窓
会
の
元
幹
事
さ
ん
も
、「
先

生
に
も
は
っ
き
り
意
見
を
言
う
し
っ
か
り
し
た
子
で
、

私
な
ん
か
足
下
に
も
及
ば
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て
お

ら
れ
、
私
に
は
ど
こ
か
孤
立
し
た
孤
高
な
姿
が
思
い

浮
か
び
ま
し
た
。
な
お
、
当
時
の
夕
陽
丘
中
学
校
は

市
内
有
数
の
有
名
校
で
、「
越
境
校
」
で
し
た
。
当

時
の
生
徒
は
近
鉄
沿
線
の
奈
良
、
八
尾
方
面
か
ら
越

境
通
学
し
て
い
た
そ
う
で
、
一
学
年
七
〇
〇
名
も
の

生
徒
数
で
、
現
在
天
王
寺
区
に
住
む
同
期
の
同
窓
生

数
は
一
〇
〇
人
程
度
し
か
い
な
い
と
、
同
窓
会
元
幹

事
さ
ん
が
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
環
状
線
を
挟
ん
で
、

そ
の
内
側
に
夕
陽
丘
中
学
校
校
区
の
高
級
住
宅
地
、

外
側
に
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
集
住
地
が
あ
る
と
い

う
社
会
環
境
を
背
景
に
彼
女
は
育
っ
た
の
で
あ
ろ
う

と
想
像
で
き
ま
す
。

　

彼
女
に
は
弟
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
弟
さ
ん
は
は
彼

女
と
同
学
年
で
、
姓
は
ち
が
い
、
Ｓ
さ
ん
で
し
た
。

事
情
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
河
上
さ
ん
の
お
母
さ
ん

と
Ｓ
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
同
居
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
連

れ
子
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
戦

後
の
複
雑
な
社
会
事
情
が
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
同
窓
会
の
情
報
を
も
と
に
近
鉄
奈
良
線
の
新
大

宮
ま
で
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
七
年
ほ
ど
前

に
引
越
し
さ
れ
、
奈
良
市
内
に
お
ら
れ
る
よ
う
で
、

転
居
先
は
不
明
で
し
た
。
そ
の
後
、
Ｍ
さ
ん
か
ら
お

借
り
し
た
卒
業
ア
ル
バ
ム
で
弟
さ
ん
の
写
真
が
分
か

り
ま
し
た
。
Ｍ
さ
ん
の
話
で
は
、「
僕
は
『
わ
る
』

だ
っ
た
」
け
れ
ど
も
、「
Ｓ
君
は
『
大
変
ま
じ
め
』

だ
っ
た
」
と
の
こ
と
で
す
。
Ｓ
さ
ん
に
は
大
変
親
し

い
友
人
が
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、
三
年
前
に
亡
く
な

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。「
彼
が
い
た
ら
Ｓ
君
の

所
在
は
す
ぐ
分
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
」
と
の
こ
と
で

し
た
。「
も
う
三
年
早
か
っ
た
ら
な
！
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
し
て
彼
女
は
二
〇
歳
代
後
半
に
亡
く

な
っ
て
お
ら
れ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
弟
さ
ん
の
行

方
は
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
弟
さ
ん
を
探

し
ま
す
。
そ
し
て
、
弟
さ
ん
と
お
会
い
し
て
、
彼
女

が
ど
う
い
う
人
で
、
ど
ん
な
生
き
方
を
し
て
、
ど
の

よ
う
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
の
か
知
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
も
し
、
弟
さ
ん
が
見
つ
か
れ
ば
、
彼
女

の
こ
と
、
彼
女
の
家
族
の
歴
史
が
分
か
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
彼
女
が
な
ぜ
あ
の
よ
う
な
根
源
的
な

文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
確
認
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
ま
つ
お
か
・
い
さ
お
／
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
）　

（
追
記
）

　

拙
稿
は
先
に
書
き
ま
し
た
「
一
九
五
〇
年
代
の
靖

國
神
社
遺
児
参
拝
の
実
像
（
一
）（
二
）」（「
反
天
皇

制
市
民
一
七
〇
〇
」（
第
二
九
号
、
第
三
〇
号
）
を
再

構
成
し
た
も
の
で
す
。


